
平凡な木曜日

2009.10.11

9月8日 木曜日
　昨日の夜は、雨音と共に眠りについた。朝家を出ると、路地にはまだ水溜りが。電車を待ちながら空を見ると、雨雲が街を覆い、その暗く冷たい色調は、何か
の始まりを予告するかのようだった。そう、天気予報では、日本全域を通過する台風１８号が、再び関東地方に上陸するらしいのだ。これは僕にとって生まれて初めて経験する
台風だ。前橋駅を出るとざわざわとした空気の流れを耳に感じとることができた。木々の葉もどことなく不安げで、リズムなく揺れ続けている。自転車をこぐのも一苦労だっ
た。まるで足に砂袋が括り付けられているかのようだ。普段は道端でおはようと挨拶してくれるお巡りさんも今日はいない。自転車で登校する中学生もだいぶ少ないようだ。小
学生は台風で休校なので、並んで登校する「黄色い帽子」軍団も目にすることができなかった。もともと賑やかとはいえない街角が、より一層その静けさを増していた。学校の
手前から校舎を眺めてみると、国旗がバタバタと靡いていた。まるで力いっぱいポールの束縛から逃れようとしているようだった。校内の黄色づいた葉っぱ、まだまだ緑の若い
葉っぱまでも地面に落ちてしまっていた。
　今日は中間テストの最終日だ。午前はまるまるテスト。古文、理科総合などの科目だ。僕の今の日本語レベルと能力では、まだど
うすることもできなかった。午後はついに初めての部活動だ。ギター部のうち僕を含め３人がギターを、その他の５人はマンドリン等を弾く。皆とても上手い。今は来年の２月
に発表するカノンを練習している。彼らの合奏を聞いていると、美しい音楽の世界に引き込まれていく。僕はまだ学校の友達が少ない。部活を通してたくさんの友達ができれば
いいな。
　いつも家に帰るのは暗くなってからだが、今日はテストで学校が早く終わったので、下校する時はちょうど黄昏時だった。空はもうすっかり晴れ渡り、輝くような
夕焼けに、もくもくとした雲がいくつか浮かんでいた。綺麗だ。僕の心も、まるで綺麗な水で洗われたかのようにすがすがしかった。晴れた空が台風に取って代われるのなら、
それはきっと僕の一時の悩みなんて連れ去ってくれるだろう。
　もうこんな時間だ。早く寝ないと明日起きれないね。
ずっと日記を書かずに申し訳ない。いつも皆を思ってい
るよ！

黄 哲さんの日記



秋に思う

2009.10.18

秋に思う
秋の風景は美酒のよう、それに酔わずにいられようか？
　　外国語の授業中、昼間に寮でウトウトしているとき、目を閉じると、窓の外からさらさらと流れる水のよ
うな美しいピアノの旋律が聞こえてくる。ある日、級友に「なんていう名前の曲？」とたずねられ「秋の内緒話」と答えた。今、学校への道を歩いていると、風や雨の織り成す
音が低くささやきかけ、秋の気配は異国にも訪れ、故郷の秋風も枯葉を吹き散らせているのだろうか？
最近、黄昏時の電車の窓ガラスに映る自分の姿を眺めていると、まるで
昔からの知り合いの前に座っているような気分になる。沈黙は千万の言葉に勝り『朱弦已为佳人』のような感傷はおこらない。映る姿の向こうに灯りが揺れ、まるで街が目の前
を行きかっているよう。何が現実で幻なのか？黄昏時の残照は暗澹たる気持ちにさせるはずが、沸き起こる万感の哀愁は、秋の雨の夜のような冷ややかさにかわっただけ。これ
までのことがとめどもなく思い出され、秋の美しさに悄然とし、張 愛玲の小説の主人公の悲劇の一生を背負った『傾国の恋』の胡琴声でさえ、こんな秋の夜は前に進んでいこ
うという気になるのでは。
　今日は釣り糸をたれ、池には水さえなくなっても、周遭の『青山绿水，白草红叶黄花』と林の中に響くカラスの声が秋の気配を深めていく。夕日
のもと、つらい思いを抱え遠く旅する人を。
　積もる落ち葉は秋のものがなしさを感じさせる。秋の物悲しさがさらに葉を紅くし、落葉させるのだ。
黄哲
よんでいただきあり
がとうございました。来週は近況報告させていただきます。みんなも元気でね。杨萌轩先輩、学校の先輩達からお噂をよく聞いていますよ。あなたの日本語はまるで日本人みた
いだって、成績も優秀だったとか。いろいろ教えてください。それと「体育館はどこですか」って中国語を先輩は話せますが、これは、あなたがここに来たばかりのときに使っ
ていた言葉なんですってね。これからもご教示を。
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雑記　遠足

2009.10.25

雑記　遠足
月曜日(10月19日)学校で赤城山に遠足へいった。山と聞くと、以前勉強した李白の『天姥天に連なり天に向かいて横たわり、勢は五嶽を抜き赤城を掩う』という詩
を思い出す。まさかこんな遠く離れた国に同じ名前の山があるなんて思いもしなかったけれど。
　集合時間が早いので、起きたときはまだ外は暗かった。赤城山に到着し車を
降りると、秋風が心地よく、湖まで歩いてゆくと、水面には真っ青な空が映っている。目の前の木の橋桁には一人も人がいなくて、遊覧船も、全部並んで岸辺に繋がれている。
なんだかこの静けさを壊してしまいそうで、まるでこの景色は田園風景を描いた山水画のようだ。遠くに見える紅い橋は一筆払ったアクセントで、湖面はまるでキャンパスのよ
う。絵の中にまた風景が描かれているようで、まさに絵の中の絵。
　でも登山ではこんなにゆっくり景色を楽しんではいられなかった。これまでにもいろいろな山に登ったこ
とはあるけれど、こんなに疲れたのははじめでだ。僕達は林の中の山道を足早に進んでいき、水筒の水もすぐに飲み干し、汗が冷たい道の石の上に落ち、背中にしょったリュッ
クも汗でひんやりしてきた。次々と後から来る同級生に追い抜かされ、もう、暖かい布団にもぐりこんでぐっすり眠りたい気分だった。吹きつけてくる風にも嘲笑されている気
がしたけれど、これはまだまだ始まりにすぎなかった。自分に『人生と一緒だ。ずっと歩きやすい道ばかり用意してくれる人はいないし、歩けないと立ち止まっても、待ってい
てくれる人もいない。歩き続けた人だけが、ふもとにいては見られない風景が見られるのだ』と言い聞かせた。午後3時ごろ、まるでマラソン大会のような遠足がやっと終わっ
た。つかれきった足を引きずってバスに乗り込むと、遠くの山々まで見渡せる景色が一気に目に飛び込んできた。エメラルド色の湖や秋の風景を満喫し、ここまで登ってきたか
いがあったな、と思えた。
　帰りのバスは、ほとんどみんな眠っていた。僕も窓に寄りかかって寝てしまった。目が覚めたら車内はシンとしていて、誰も乗っていないようだ
った。その日はマンドリン部の練習もなかったので、休むことができた。遠足は終わったけれど、この忘れられない経験が、これからの前進する力になってくれれば良いな。
黄哲
10月25日
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生きている醍醐味

2009.11.01

最近、日記を書こうとしても、書く事があまりない。日本に来て2ヶ月、こっちの生活にも大分なれて来たからかな。夜、ギター部の練習の後はみんなで昇降口のところでおし
ゃべりをして、大体終わるのが7時10分前だから、8時までには家に帰れる電車に間に合うように、ほの明るい街灯がでらす夜道を自転車でとばし、駐輪場に自転車をとめ、鍵
を抜いて駅へ向かう。もう電車が出てしまったときは、待合室でじっと待つしかない。ギリギリ間に合いそうなときはエスカレーターを駆け上がり、息を切らせながら電車に乗
り込む。席に座るとやっと、ホッとして、なんだか達成感すら感じるよ。ちょっと時間に余裕があれば、コンビニでアイスを買って自分にご褒美を。電車の中でじっくりアイス
を味わうって、本当に幸せだよ。甘くてひんやりして、これぞ生きている醍醐味かな。僕達は日々あわただしく自分のプラットホームに向かっている。そこに理想や幸せ、願い
がかなう電車が待っていると信じて。でも乗り遅れても、間に合ったとしても、それを追い求めていること自体が生きている醍醐味じゃないかな。甘くてひんやりして、他に理
由なんて必要かな？午前中、音楽センターで群馬県文化祭の開幕式を見てきた。屋外ステージでは高校生バンドが演奏をして、歓声が沸いていたよ。落ち葉が舞い散る様子を見
ていたら、なんだか『はらはらとはなびらが舞い散る様子は夢のよう』っていう感覚に襲われた。葉が命の最後を燃え尽きさせるようにその踊りですばらしい情景を創り出して
いるんだ、生きていることがすばらしいと思わずにはいられないよね！
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インフルエンザ予防時の

2009.11.08

インフルエンザ予防時の 近頃、H1N1新型インフルエンザの流行で、朝、家を出るときからマスクをつけ、サウナの中で呼吸をしているようです。マスクがある種のコミュニケ
ーションの妨げになっているとも感じられるのですが－それは表情、すっぽり覆われているので。でも電車のような密閉された空間に大勢に人が集まる場所では、すぐ傍から人
の呼吸や鼻をすする音が聞こえ、こんな狭いところでこれだけの人たちが呼吸しているのだから、感染に関して楽観的な見方はできません。それと、どうしても真冬にミニスカ
ートを穿いていられる女子の気持ちが理解できません。寒い日でもオシャレのためのその格好は、見ているほうが『凍って』しまいそうです。やはり、マスクはつけてるほうが
いいとはわかっていますが、流行がますますすすみ、マスクが腕時計のように外出時の必需品になってしまったら、コミュニケーションはこの心を映す鏡の目のみにたよること
になってしまい、喜怒哀楽の表現もすべて目から上の部分だけでするようになるのでしょうか。
　僕達の学年は来週の火曜から京都へ修学旅行の予定ですが、毎日のように発
病者が増えているこの現在の状況で、学年で唯一、僕達のクラスからは発病者がでていません。多分、教室が廊下の突き当たり、一番奥にあるからでしょう。授業前に各教科担
当の先生が出欠をとる度に、感心されています。僕達のクラスの担任の先生もそれは嬉しいようです。修学旅行が予定通り行えるよう、インフルエンザ流行対策のため、金曜日
から僕達の学年全体が休校になりました。金曜は自宅で各自課題を行い、週末の部活動も中止、月曜日は半日だけ登校します。修学旅行には無事にいけるといいな。みんなも健
康には気をつけて！
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関西の旅

2009.11.15

関西の旅
火曜日、明るくなる前に新幹線に乗り込み、３日間の修学旅行に出発した。昼ごろ目をさますと、もうすぐ京都駅に到着するのでみんなが降りる準備を始めていた。
悠久の歴史を持つ古都に自分の身をおくと、日本の歴史や文化がひしひしと感じられる。この三日間で、日本の東西文化の融合をこの目で確かめられるのだ。
　京都駅は新幹
線のみならず、電車、地下鉄など交通の中枢でもある。もちろん観光やショッピングでたくさんの人が集まる場所でもあり、素敵な料理店や、お店も数多く建ち並び日本情緒を
かもしだしている。喫茶店や絵画、巨大クリスマスツリー、街に流れる音楽。大型ショッピングモールにつながるエレベーターは天に向かって伸びているようで、近代西洋文化
のロマンと壮麗さを兼ね備えている。
　京都は東京のようにぱっとした華やかさを備えた街ではないけれど、代々の天皇が居を定めた独特の歴史をもつ街だ。二度の大戦の戦
火をのがれた寺社が今もなお数多く現存し、歴史上の貴重なこの財産は世界中から来る観光客をひきつけている。平安神宮は平安京遷都1100年を記念し桓武和孝明天皇を祀る
為、明治に建造された。建物は中国の影響を受け、牌坊や宮殿は朱色に塗られている。中国では朱色は縁起の良い色とされているからだ。ガイドさんの言うとおりに、お手水を
使い、参拝の仕方を教えてもらった。宮殿の奥には大きな池があり、水面には紅葉が映り、水藻が漂っている。池をぐるっと周り、橋を渡っていくと、鴨が２羽ゆうゆうと水面
をいくのがみえ、和んだ気持ちにさせられた。清水寺は京都で最も有名な名所のひとつだ。お寺は山の中にあり、清水寺までの通りには両脇にずらっとおみやげ物屋さんや食べ
物屋がならびとてもにぎやかだ。この通りを歩いていると、日本語だけでなく、英語や中国語、店員の呼び込みやガイドの解説、観光客の笑い声…様々な言葉がいっぺんに聞こ
えてくる。国や出身は違うけれど、この地にあこがれて集まってきたたくさんの人々が、同じ風景を眺め、この文化を一緒にあじわっている。
つづく
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関西の旅（続き）

2009.11.22

関西の旅（続き）
　旅行二日目。兵庫県の神戸へ研修に行った。小雨がしとしとと振り、和式旅館の木製の軒に雨粒が滴り落ちていた。歴史ある関西の町は、雨の中でより一
層荘厳に見えた。同じ歴史の美しさと言っても、江南のそれとは違い、優雅で柔らかい印象を受ける。僕らは傘をさし、雨の中を歩きながら、雨音に挟まれる百年の記憶に静か
に耳を傾けた。
　神戸大学の模擬授業を受けた後、僕らは北野で解散し、雨の中の観光を始めた。神戸は明治時代に開かれた貿易の港だ。上海の外滩と似た雰囲気がある。貿
易港として迅速な発展を遂げた神戸は、西洋文化の影響も多く受けており、西洋風の建築物が今も昔の姿のまま現存している。僕たちはまず異人館へ向かった。異人館は近代に
神戸に居住した外国人の住宅だ。その中でも一番有名なのは、ドイツ商人トーマスの館、風見鶏館であろう。屋根の上の風見鶏からその名がつけられたそうだ。レンガと庭の柵
に使われている赤色一際人目を引く。屋内にはクリスマスツリーとクリスマスプレゼントが煌びやかに飾り立てられており、西洋家庭におけるクリスマス前の楽しい雰囲気が伝
わってくる。屋内の装飾品はほとんどが百年前のそのままの形で復元されている。暖炉の上には、まるで館の主人が今飾りつけたかのように白黒写真が置かれ、クリスマスツリ
ーの前の絨毯の上には色々な種類の西洋人形が座っている。おもちゃ屋の商品ケースを見ているような気分だ。別の時代のドイツ富豪家族の貴族のような生活が目の前に生き生
きと蘇っていた。赤い館を出ると、次は坂を上り、広場へとやってきた。右手には真っ白な回廊があり、その回廊に置かれた石作りの椅子の上に女性数人が座り、写生を楽しん
でいた。きっとこの異国情緒溢れる景色に引き付けられたのだろう。回廊の右手の黄緑色の建物は、元アメリカ駐日大使が住宅として使っていたものだ。室内の暖かい電球の光
は、まるで黄昏時の夕日のようだ。壁と豪華な家具には金粉があしらわれ、テーブルの上に置かれたチェスがとてもお洒落だった。二階のベランダの籐の椅子で足を休め、木々
の影から神戸港を見渡す。視野が開かれ、とても良い気分だった。
　異人館を離れ、最後に明治時代の洋館をモチーフにしたスターバックスでアイスコーヒーを飲んだ。神戸
旅行はこうして雨音の中でその幕を閉じた。
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随筆

2009.11.29

まだ学期末試験は終わっていない。明日は5教科もある。来週の日曜日は日本語能力試験だ。発表したい文章を途中まで書いたけど、来週までもちこすことにした。試験が近い
ので何かと忙しいし。
　昨日の午前中、たまたま窓から軒下のアンテナに鳥が一羽とまっているのをみつけ、早速カメラを手に、食器棚の後ろから気付かれないようそっと近
づき、すばやくシャッターをきった。撮った画像を拡大してよく見ると、くちばしと尾に長い羽があり、恐らくこれはカラスだろう。このあたりはカラスが多くて、ここに来た
ばかりの頃は、朝は目覚ましが鳴る前に、外から、低く抑えたようながらがら声が響いてきていた。学校に行く途中も、教室でもこの鳴き声はしょっちゅう聞こえてきた。でも
最近は空を真っ黒なカタマリのように群れをなして飛んでいるカラスを見かけることは少なくなって、名前も知らない鳥が増えてきた。木の枯れ枝に必死でつかまり、まるで最
後の審判をじっと待っているかのように力なく頭を下げている。風のひと吹きで吹き飛ばされてしまいそうだ。飛んできた鳥が枝に止まり、頭を低くきょろきょろさせながら羽
をはためかせ、次のとまり木を探している。長く延びた電線にずらっとすずめが並んでいる様子はまるで、数学の座標軸の横軸上に並べられた点、もしくはピアノの黒鍵のよう
で、美しい音階をつむぎだしている。人にはわからないその言葉は、大自然の中で最も美しい言葉のひとつなのだろう。
1時間の間にこれだけのことを考えて、聞いて、見るこ
とができた。最後に自分と一緒に日本語能力試験に参加するみんなが、満足の行く結果になりますように！
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がんばれ

2009.12.13

この前受け取った交流センターからの手紙に、来年2月の中間研修のことが書かれていた。先月、修学旅行で京都に行ったばかりなので、それがちょっと残念だったけれど、や
っぱりすごく楽しみだな。昨日丸山先生から23日のホストファミリーの変更の件で電話をもらった。思えば、日本に来てあっという間に3ヵ月半が過ぎ、これまでにもたくさん
の問題にぶつかってきた。文化や習慣の違い、言葉の壁、でもホストファミリーの皆さんや先生方のおかげと、自分の努力のかいもあって、状況はだいぶ良くなってきた。期末
試験の成績も、国語系はまだまだがんばらなきゃいけないけれど、全体的に見れば満足な結果だったよ。でもまだ問題は残っている。新たな年を迎え、これからの交流や勉強に
関しても自分の弱点を克服し、もっと、周りの人たちと積極的に交流を持つ機会を増やす努力をしたい。日本語も、まだまだなので、もっとがんばりたい。昼前に、ホストファ
ミリーと冬用の服とマフラーを買いに行った。お昼を食べてから、自転車に乗って一人で髪を切りに行った。日本で髪を切るのは初めてだ。帰り道、風に吹かれてなんだか気分
も爽快。これが新しいスタートになるといいな。一緒に日本にやってきた34人の仲間たちも、毎日を楽しく過ごしていますように。 黄哲
2009年12月13日日曜日
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国語の授業で唐詩を

2009.12.20

ここのところ国語の授業でずっと唐詩を勉強している。ひとつの詩を学んだ後、先生が僕に中国語で朗読をさせるんだ。詩の内容はそんなに複雑なものじゃないけれど、できる
だけ情感たっぷりに、抑揚をつけて読むようにしている。先生が一箇所ずつ内容を解説をすると、僕に確認してきて、僕がうなづくと、「よかった。どきどきしてしまったよ」
とおっしゃるんだ。『静夜思』を勉強していたら、教科書には『窓前看月光』と『挙頭看山月』になっていて、『明月』はどこにいっちゃったんだ？先生にそのことを指摘した
ら、クラスのみんなは「ええ？」って声を上げてたよ。どうして本によってこんな違いがあるのか僕にもよくわからないけれど、なんだかおもしろいよね。水曜日は終業式でス
ピーチをするので、その準備でばたばたしている。なんだか緊張するな。まあ、でも大体順調だよ。今日は水曜日に寄宿先が変わるのでその準備に結構時間がかかったよ。それ
から今のホストファミリーからのプレゼント――ブックエンドをもらったよ。来週からも、もっとがんばらなきゃ。
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あけましておめでとう

2010.01.03

日本で新暦の新年を迎えたので、一足先に2010年新年の雰囲気を満喫、冬休みに入ってからここ何日間はものすごい忙しかったです。まず僕と同じく日本に留学で来ていた他
の国の高校生の友達と一緒にショッピングセンターへ。母語がそれぞれ違うっていうこともあり、みんな大体は日本語を使って日本で感じたことを語りあったりして交流しまし
た。それからゲームなんかもしたりして、すごく楽しかったな。初めて野球もしました。ピッチングマシーンと向かい合って、最初は球にかすりもしなかったんだけど、その後
ホストファミリーのお兄さんの野球が得意なお友達からご指導頂いて、当たる回数が次第に多くなっていった。想像してたのより、野球楽しかったな。大晦日は午前中はホスト
ファミリーのお父さんの田んぼに行って、初めて掛け小屋の中で種まきを体験しました。あまり辛いとは感じなかったけど、お昼に褒美として、なんとお寿司屋さんでご馳走に
なった。夜は日本の伝統に基づいて、近所の住民の方たちと一緒に“夜回り”をして、正月に家で家事が起きないよう用心を呼びかけてきました。1日は伊勢崎神社に行き、日本
伝統の新年の初詣を体験してきました。みんな新年の1日目に新しい1年の願い事を祈願していたな。それから自分でお餅も作ったし、今日は気持ちいい露天風呂にも入ってき
たんだ。お風呂に浸かりながら、山の雪を鑑賞できるんだよ。僕の新年はこんな感じでした。みんなも素敵な一年になりますように！
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茶会

2010.01.17

今週末は大学入試の一次試験で、僕達の学校が試験会場になるので部活は中止。
この前、やっとこれまでの日記を書き終えた。1ページごとに、日本に来てからのこの4ヶ月余
りのひとつひとつが書いてあり、大事な想いでの集大成だ。
この前の水曜日、朝から茶道部の先生のお宅で開かれた茶会に行ってきた。先生のお弟子さん達が僕達にお茶をふ
るまってくれ、ほんの数時間だけれども、背筋をシャンと正し、おかげで体はギシギシと痛くなったけれど、日本文化を身をもって体験でき、とても精神的な価値を味わえた。
それに、中日両国の文化の相似点なども考えさせられたよ。茶道は中国から日本に伝わった後、伝えられたオリジナルなものを保持しつつ、例えば部屋に草木を挿してみたり、
千家流などの各流派へと発展していったんだ。お昼には日本の伝統的な料理や、お菓子をいただいてから、お茶の利き比べを。これはゲームみたいだよ。日本語では『茶歌舞
伎』っていうんだ。でも『歌舞伎』とは何の関係もないよ。ルールはまず2種類のお茶を飲み比べて、それから今度は3種類に挑戦するんだ。扇子にはさんであるお茶の名前が
書かれた紙から正解だと思うものを選んで、箱に入れる。僕は違いがサッパリわからなかったので、適当に選んだ。結果は、まったく当たらなかった人以外は、なんとみんなひ
とつずつしか当たっていなかった。１等の景品はひとつだけなので、僕もひとつしか当たらなかったけれど、ラッキーなことに先生は僕に景品のお茶入れをくれたんだ。
日本
に来る前に、お茶会の初めから終わりまでの全行程は何時間もかかるって聞いていたけれど、本当にその通りだったよ。学校でやっていたお茶会って、そのちょっとした一部分
にすぎなかったんだね。お茶を味わい、気持ちを落ち着けるっていうのは、日本と中国だけの文化じゃないのかな。即物的な欧米人に居住まいを正して、茶道を理解してもらう
っていうのはなかなか難しい気もするな。茶道だけじゃなく、中日両国のつながりって、言葉や建築、礼儀作法にいたるまで、文化や風俗の類似性をあげていったら枚挙に暇が
ないよ。だからお互い同じ文化という基本の上に、交流を通じ、相互尊重と理解を深め、新しい未来を創っていきたいな。
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雑記

2010.04.01

中間研修で３４人の仲間とセンターの先生方と集まり、新年を一緒に過ごしてから、いつの間にかもう１ヵ月半もたってしまった。しばらく日記も書き込まなくて申し訳ない。
この前の日記では外は北風が吹いている、と書いていたのに、今はもう、2010年の春が来ている。また、花々が咲く季節の到来だ。通学路で、学校で、草花は芽吹き、陽はう
ららかにふりそそぎ、桃、櫻、バラそして名も知らない花々がいっせいに咲き誇っている。キラキラ光る露をみていると、李煜の『胭脂泪,留人醉,何时重』という詩がふと思い
浮かんでくる。線香花火のように、朝に咲く花が翌日には枯れてしまう。春の陽のもと散った花たちはまた土へと還っていく。すべて粛々と、ひそやかに全てはつねに変化しつ
づける。これが前橋の春が僕に与えたイメージ。静かに、輝きを放っている。
この半月を振りかえって、3月12日に前橋高校の最後の学習研究報告会で、僕のいた中国の学校
ー東北育材外国語学校の学校紹介と学校生活を紹介した。3月18日、学校のスポーツ大会で、卓球の団体戦に参加。結果、僕達のクラスの卓球チームは2位どまり。先週の祝日
はホストファミリーと一緒に東京ディズニーランドへ。あんなにたくさんの人ごみを日本で見たのは初めてだよ。8時のオープンのときなんて、入場したとたん、僕も周りと一
緒になって、駆け出してしまった。たくさん写真も撮って楽しかったな。月曜日、やっと補習がおわった。新学期が始まって二年生になったら、文系理系でクラス分けだ。担任
の先生が学年末の通知表を渡すとき、僕に日本ですごす限られた時間、有意義に過ごしてたくさんのことを学んで欲しいとおっしゃってくれた。この前橋高校で過ごす時間はあ
と四ヶ月もないんだってあらためて気付いたよ。充実した時間を過ごして、たくさんの人に中国のことを伝えていきたいな。
　今、ギター部は新入生勧誘の準備で、春休みも
ほぼ毎日、半日の部活動がある。通常の練習に、定期演奏会の練習も。4月1日はエイプリルフールだ。ギター部の仲間が、自転車がパンクしたって言ってきて、真に受けてし
まったけれど、はっと気付いた後は、苦笑するしかなかったよ。昔からエイプリルフールは一日中、だましたりだまされたりするんだよね。今年は、思いっきり、April foolを
堪能したよ。みんなもいいエイプリルフールを！
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自衛隊の桜祭り

2010.04.03

今日は午前中にホームステイ先の弟君と自転車で自衛隊の新町駐屯地へ行った。群馬県の自衛隊基地は横須賀海軍基地を除いて関東地区では数少ない自衛隊基地の内のひとつ
だ。毎年桜が満開になるこの時期に、基地内では桜祭りが開催され、それが今日明日の二日間で市民に開放されている。そこではお花見をしながら、音楽を聴いたり、焼きそば
やたこ焼きを食べ、自衛隊の閲兵式と訓練を見ることもできる。基地に入ると、満開の桜と様々な種類の軍用車が目に入ってきた。今日の午前は明日の予行練習が行われてい
た。練習とはいっても、やはりすごい迫力で、特に11時開始の演習では、短時間で、バイクや戦車、ヘリコプター、大砲、ジープ、牽引車等が次々と登場し、援護や協力のも
と、兵士が仮想の敵に向かって進撃するんだ。銃声とともに、低空旋回するヘリのプロペラが風を巻き上げ、煙幕弾の黄色い煙幕に包まれていくその姿は、真に迫るものがあっ
た。参観を終え出口に向かうと、建てつけられた舞台の上でバンドが公演の準備をしていた。桜満開のこの季節、日本には祝日の雰囲気が漂っていた。
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バーベキュー

2010.04.04

今日はお昼からホストファミリーと伊勢崎市の華蔵寺公園に行って、前にお世話になっていたホストファミリーのみなさんも一緒に、花見をしながらバーベキューをした。1ヶ
月後にはまた、2ヶ月暮らしたところに戻ることになる。何だか懐かしく感じるよ。公園のあちこちで桜が咲いていて、バーベキューをする人やや、遊園地にも続々と人が来て
いた。前にお世話になっていたホストファミリーの、中国語の勉強に熱心なお母さんに、今はどんな中国語を暗記していますか？とたずねたら、なんと、僕が家を出るときに渡
した、僕が日本語で書いた感謝の手紙を中国語に訳して、それを全部丸暗記したとのこと。それと、お母さんは僕が今お世話になっているホストファミリーの二人の弟達に「大
学の第二外国語は絶対中国語をとるのよ！」と言っていた。どうやら、中国語熱は相変わらずのようだね。僕の中国の家の住所も聞いてくれた。来年には僕の家に来てくれるん
だって。バーベキューの後、遊園地の高さ30メートルの観覧車に乗った。遠くの家々や、田んぼを眺め、すぐ足元にはピンクの櫻が見え、すばらしい景色だ。
その後は家でお
茶をいただいた。家の入り口には『哲君、お帰りなさい』と書かれていて、本当に家に帰ってきたようなホッとした気分になったよ。僕が中国に帰ったら、みんなに是非中国に
来てもらいたいな。

黄 哲さんの日記



高2になって1日目

2010.04.17

金曜日は新しいクラスになって最初の一日。僕の生徒番号は1841から2342になった。午前中は前橋高校を離れる校長先生と教頭先生を合わせた計13名の先生方の離退任式に
参加した。先生たちはスピーチの中で、特にどうやって学んでいったらよいか、どのように生きていくべきかについてたくさん語って下さり、中には僕たちが将来大学を出た後
には絶対に日本以外のアジアや欧米諸国に行って異なる文化に触れるべきだという話して下さった先生もいた。それから自分たちがこれからしたいこと、例えば本を書きたいと
か、そういうことを仰っていた先生もいた。なんにしろ、話題は少なくなかったけど、どれも素晴らしくて尚且つすごく深い話ばかりだった。拍手の中、腕に花束を抱えた先生
たちを見送ったあとは、リラックスした雰囲気の中で部活動が新しい新一年生を迎える対面式が始まった。僕が所属しているギター部は4番目の登場。部活動紹介では活動内容
や活動成果について話す他に、その場で実演している部活が多かった。だってその方が説得力あるからね。どの部活も自分たちの特技を次々披露していった。部長たちももちろ
ん口が達者で、マイクを手に、スラスラと宣伝をしていく。剣道部やバスケ部、登山部、バレー部は自分たちの練習の様子を披露してくれた。全ての部活動の宣伝の中で、僕が
特に印象深かったのが少林寺拳法だった。拳法の屈強さが一部の寸劇-——一組の拳法が出来ないカップルがチンピラに絡まれたときに為すすべがなく無力だったのに対し、そ
の後拳法を習得したあとはチンピラをこてんぱんにやっつけてしまった-——にまとめていた。この宣伝を見たあとは、もう本当に心が動かざるを得なかった。午後は教室に戻
り、クラスで一人ひとり自己紹介をした。僕は自分が好きな歌について話をしたんだけど、先生がこの場で歌ってくれないかと言うので、簡単に《十年》という曲を歌ってみ
た。そのあとのクラス委員選出では、自分から積極的にクラスのホームルーム委員に立候補した。放課後、新一年生の勧誘で部活動の上級生は皆昇降口のところに集まった。僕
もプレートを手にそこに参加し、部室に戻ったあとも、ギター部の友達が新入生に対して楽器の説明をしたり、どうやって弾いたらいいか教えていたりしていて、普段は静かな
部室が一気ににぎやかになった。部活が終わる前に、みんなの経験やこれからの計画についても話し合った。以上が僕が前高で高2生として過ごした1日の全てです。新しいク
ラスでも友達がたくさん出来るといいな。
これは日本語で投稿されたものです
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定期演奏会1

2010.05.08

今年の5月1日という日はただ単に連休の初日というだけでなく、中国にとっては、ずっと待ちわびていた、全世界が注目する上海万博の開幕式の日であり、そして僕にとって
は、僕が所属しているギターマンドリン部の定期演奏会が催された重要な日だった。定期演奏会とは言っても今年の初めに群馬県であったギターマンドリン大会とそんなに大差
はなく、僕らにとっては重要な発表の場なんだけど、唯一異なるところを挙げるとすれば、前回の大会のときは何ヶ月も前から発表する曲目を何回も何回も繰り返し練習し、十
分な準備をしてから本番に臨んだから、負担も結構少なかったんだけど、それに比べて、今回の定期演奏会は明らかに練習不足だったってこと。しかも今回は途中新入生を募集
するのに色々宣伝したり、新入部員を交えて新しく部の構成を組み直したりしたからそこでかなり時間を使ってしまって、発表の一週間前、なんと僕はあと2曲まるまる練習を
していない状態だった。あの緊張感ったらもう。何日かは遅くまで練習してしまって、誰もいない寂しい電車に乗ったり、休みの木曜日も朝から晩までずっと練習してた。発表
直前には、もちろんみんなで音を合わせたり、録音したりリハーサルをしたり。で、そんな単調なリハーサルの繰り返しの合間にちょっとしたハプニングがあったんだ。僕たち
が教室にいるときに急に地面が揺れ出して、先生がそれが地震だと気づいた。僕にとっては去年以来2回目の地震で、前回のも今回のも、そんなに揺れは激しくなかったんだけ
ど、ただ確かに窓がカタカタいってるのは聞こえた。僕の右隣にいたクラス委員の子は地震と聞いてなにやら興奮していた。あとで聞いてみたら、「地震で隣の校舎が崩れた
ら、休暇のあとも、授業に出なくていいじゃん」とか言っていた。多分冗談なんだろうけど。金曜日の夜、楽器や楽譜を先生の車に詰め込んだあと、帰るとテレビにはちょうど
上海万博開幕式で花火が上がっているところが映っていて、そのキラキラとした景色に、ふと2008年8月8日の北京オリンピック開幕のときのことを思い出した。きっと現地は
今夜また眠らない夜になるんだろうな、なんて考えながら。物音ひとつしない静かな夜、僕は5月1日になるのをじっと待っていた。
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ボランティア活動

2010.05.30

中間試験がやっと終わった。午後は利根川のごみ拾いのボランティアに参加してきたよ。今日はめずらしく晴天。でも自転車に乗った時に風で髪の毛がぐしゃぐしゃになった。
同級生と県庁付近の展望台で待ち合わせをした。景色がよくて、瀋陽渾河の沈水湾公園のような感じだ。ゴミ拾いも始まってみれば、ポスターにあるような汗だくの辛い仕事と
いうことはなくて、とても気楽な雰囲気だった。活動がおわると、全員で記念撮影。先生にジュースやアイスもおごってもらった。とっても有意義な午後の一幕。
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皆元気？

2010.09.05

交流センターの先生方、四期生の皆、元気にしてるかな？
僕は寮生活を再開してもう三週間になるよ。
この1年で東北育才外国語学校にもいろいろあったみたいだ。見知った
顔が減って、新しい面々が増えた。でも、昼間9コマの授業、夜4コマ自習の毎日と、走り回った校庭、椅子のない食堂と賑やかな寮の部屋は以前のまま。もうすぐ運動会だ。
新しくできた文科クラスには男子が六人しかいない。僕らの責任は重大だ。学校では新しい友達や古い友達、皆に日本の事を聞かれるよ。昨日群馬の友達からメールが来た。今
年も定期戦が始まったらしい。前高と高高の実力は五分五分。でも最後は前高が勝利することを信じてるよ。中国から応援してるからね！！
一年近くの交流生活を振り返る
と、大変なこともたくさんあったけど、だからこそ、傍で助けてくれた人達に感謝の気持ちでいっぱいになる。五期の留学生ももう日本に着いたころだろう。五期生の皆が日本
で楽しく充実した毎日を過ごせるよう、心から祈っているよ！新しいスタートライン、ここからまた頑張っていこう！
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